
［人口と世帯］総人口 835人／男 417人／女 418人　世帯数 412世帯（令和５年8月31日現在）　　［村の木］ すぎ　　［村の花］ 岩つつじ

広 報
NEBA

Public relations

P 2-3 令和4年度　決算概要
P 4 9月定例会　一般会計補正予算等　13議案について審議
P 10 村民インタビューについて　
P 12 石原忠正氏（下町）瑞寶雙光章を授与される　他
P 13 地域おこし協力隊の紹介　他
P 14 ジェネリック医薬品を利用しよう　他
P 15 柔道整復師・鍼灸師等にかかるときの注意!!!
P 16 介護保険料に関するお知らせ　他
P 18 杉っ子だより

9月16日（土）に根羽保育所で運動会が
行われました。

［今月の表紙］
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決 算 概 要
令和4年度 普通会計の歳出総額普通会計の歳出総額 23億3,739万円23億3,739万円

Informationお知らせ

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計

及
び
６
特
別
会
計
の
決
算
が

９
月
定
例
村
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
６
特
別
会

計
の
歳
出
総
額
は
28
億
２
，

０
０
０
万
余
で
前
年
対
比
１
・

３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
村
の
会
計
簿
で

あ
り
、
村
づ
く
り
の
記
録
で

も
あ
る
令
和
四
年
度
普
通
会

計
（
一
般
会
計
と
村
営
バ
ス

特
別
会
計
）
の
決
算
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳　入
２,508,349千円

34.5%34.5%
自主財源

依存財源 65.5%

繰越金 171,916千円 6.9%

繰入金 97,702千円 3.9%

村税 90,573千円 3.6%

諸収入 39,433千円
1.6%

その他 18.5％
　分担金・負担金 6,107千円
　使用料・手数料 26,343千円
　財産収入 27,611千円
　寄付金 404,974千円

国庫支出金
136,648千円
5.4%

都道府県支出金
125,896千円　5.0%
都道府県支出金
125,896千円　5.0%

地方交付税
1,151,333千円

46.0%

地方債
162,850千円

6.5%

地方債
162,850千円

6.5%

その他　2.7％
　地方譲与税  37,900千円
　利子割交付金  28千円
　配当割交付金  363千円
　株式等譲渡所得割交付金 262千円
　地方消費税交付金  22,937千円
　ゴルフ場利用税交付金 2,635千円
　自動車税環境性能割交付金 1,139千円
　法人事業税交付金  1,581千円
　地方特例交付金  118千円

◇一般会計・特別会計収支の状況　　（単位：金額＝千円、率＝％）
予算現額 収入済額 対前年比 支出済額 対前年比 差　　引

一 般 会 計 2,669,468 2,493,776 0.5% 2,322,821 0.6% 170,955
バ ス 会 計 18,558 17,102 − 46.1% 17,102 − 46.1% 0
繰 入 金 調 整 − 2,529 − 23.1% − 2,529 − 23.1% 0
普 通 会 計 計 2,508,349 17.6% 2,337,394 0.0% 170,955
国 保 115,995 110,910 19.9% 110,890 20.0% 20
簡 易 水 道 60,071 58,597 22.1% 58,597 22.1% 0
下 水 道 74,400 69,451 0.9% 69,451 0.9% 0
介 護 保 険 237,710 239,685 6.2% 222,007 0.2% 17,678
後 期 高 齢 者 17,608 16,896 − 1.3% 16,896 − 1.3% 0
合 計 3,052,383 3,003,888 16.2% 2,815,235 1.1% 188,653

　

ま
ず
、歳
入
の
状
況
を
み
ま

す
と
、依
存
財
源
の
比
率
は
70
・

82
％
で
、こ
の
う
ち
地
方
交
付
税

が
全
体
の
45
・
9
％（
対
前
年
比

３
・
４
％
減
）、国
庫
支
出
金
が
５
・

４
％（
対
前
年
比
16
・
５
％
増
）、

県
支
出
金
が
５
・
０
％（
対
前
年

比
29
・
９
％
減
）と
な
っ
て
い
ま

す
。自
主
財
源
の
比
率
は
34
・
47
％

で
こ
の
う
ち
村
税
は
３
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
歳
出
で
す
が
、性
質
別
に

み
ま
す
と
、物
件
費
25
・
４
％（
対

前
年
比
10
・
９
％
増
）次
い
で
積

立
金
が
15
・
９
％（
対
前
年
比
３
・

０
％
増
）普
通
建
設
事
業
費
15
・

０
％（
対
前
年
５
・
０
％
減
）補
助

費
が
12
・
１
％（
対
前
年
比
15
・

２
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
主
な
事
業
内
容
で
す
が
、

村
営
住
宅
建
設
工
事（
設
計
監
督

費
含
）９
３
９
４
万
円
、林
道
開

設
事
業（
洞
中
線
開
設
・
新
井
小

栃
線
開
設
・
本
洞
線
舗
装
工
事

な
ど
設
計
監
督
費
含
）と
し
て

８
３
５
３
万
３
０
０
０
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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決 算 概 要
令和4年度 普通会計の歳出総額普通会計普通会計普通会計普通会計のの歳出総額歳出総額歳出総額歳出総額歳出総額普通会計の歳出総額 23億3,739万円23億3,739万円

Information お知らせ

公債費
236,681千円
10.1%

農林水産業費
307,657千円
13.2%

衛生費
76,652千円
3.3%

総務費
928,725千円
39.7%

民生費
237,004千円
10.1%

消防費
39,364千円
1.7%

議会費 24,550千円 1.1%
災害復旧費
9,072千円　0.3%

商工費
155,619千円
6.7%

土木費
172,849千円
7.4%

教育費
149,221千円
6.4%

歳　出
2,337,394千円

公債費
236,681千円
10.1%

公債費
236,681千円
10.1%

物件費
594,486千円
25.4%

普通建設事業費
349,507千円
15.0%

扶助費 60,324千円 2.6%
災害復旧事業費
9,072千円 0.4%

繰出金 169,319千円 7.2%

補助費等 283,776千円 12.1%

維持補修費 6,179千円 0.3% 積立金 371,629千円 15.9%

人件費
256,421千円
11.0%

大畑単身用住宅

林道本洞線
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Informationお知らせ

一

般

質

問

一
般
会
計
補
正
予
算
等

　
　
　13
議
案
に
つ
い
て
審
議

９月
定例会

　

9
月
12
日
・
14
日
に
、
9
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
片
桐
康
孝
議
員

議
員　
根
羽
学
園
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
根
羽
村
は
一
昔
前
な
ら
避
暑
地
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
近
年
の
猛
暑
は

そ
う
いっ
た
イ
メ
ー
ジ
が
無
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
夏
で
も
気
温
33
度

か
ら
34
度
は
当
た
り
前
に
あ
り
通
常
の

熱
中
症
対
策
で
身
を
守
れ
る
の
か
不
安

に
な
る
。
8
月
22
日
北
海
道
某
小
学
校

で
は
屋
外
運
動
場
で
小
2
の
児
童
が
熱

中
症
で
緊
急
搬
送
さ
れ
、
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
時
の
気
温
は
3
3
.
5

度
で
本
村
で
も
日
常
茶
飯
事
の
気
温
。

こ
れ
は
新
た
な
る
基
準
を
考
え
な
い
と
子

供
を
守
れ
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
毎
年

最
高
気
温
を
更
新
し
て
い
く
日
本
列
島

に
於
い
て
根
羽
村
で
も
今
後
の
熱
中
症
対

策
に
つい
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
以

上
の
事
を
踏
ま
え
教
育
長
に
2
点
お
伺

い
し
た
い
。

1
、
学
園
で
の
熱
中
症
対
策
の
取
り

組
み
は
ど
の
様
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
特

に
屋
外
授
業
に
つ
い
て
の
対
策
を
お
聞
き

し
た
い
。

2
、年
々
上
昇
し
て
い
く
気
温
に
対
し
、

学
園
で
の
対
策
に
課
題
は
あ
る
の
か
。
又

将
来
的
な
熱
中
症
対
策
は
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
本
年
の
夏
は
7
月
以
降
記
録

的
な
猛
暑
を
記
録
し
た
。
気
象
庁
の
異

常
気
象
分
析
検
討
会
の
記
者
会
見
に
お

い
て
も
、
会
長
が
今
年
の
気
温
は
歴
代

と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
高
い
、
夏
で

あ
っ
て
も
異
常
だ
っ
た
と
述
べ
、
今
夏
の

平
均
気
温
は
統
計
開
始
以
降
最
高
と
な

る
と
の
表
意
を
示
し
た
。
議
員
の
ご
指
摘

の
通
り
、
7
月
28
日
に
は
中
学
生
が
部

活
動
の
帰
宅
途
中
に
倒
れ
亡
く
な
ら
れ

た
こ
と
、
北
海
道
で
の
小
学
生
の
痛
ま
し

い
事
故
な
ど
、
連
日
の
よ
う
に
報
道
が
さ

た
。
国
の
複
数
機
関
連
名
の
6
月
26
日

付
事
務
連
絡
に
お
い
て
、
熱
中
症
対
策
の

一
層
の
強
化
に
つ
い
て
の
依
頼
文
章
が
発

出
さ
れ
、
こ
の
中
で
5
月
30
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
熱
中
症
対
策
実
行
計
画
に
よ

る
基
本
的
な
方
法
が
示
さ
れ
た
。
学
校

関
係
で
は
、
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る

熱
中
症
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
の
依
頼
文

が
文
科
省
よ
り
発
出
さ
れ
、
令
和
4
年

度
に
お
い
て
は
学
校
管
理
下
に
お
い
て
3
，

1
4
2
件
を
超
え
る
熱
中
症
事
故
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
、
気
温
が
高
く
な
る
前

か
ら
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
重
要
性
が

喚
起
さ
れ
て
い
る
。
長
野
県
に
お
い
て
は

熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
7
月
17
日
に
本
年

度
初
発
出
さ
れ
た
。
示
さ
れ
た
具
体
的

な
対
策
と
し
て
、
25
度
か
ら
の
暑
さ
指

数
W
B
G
T
を
活
用
し
具
体
的
な
水

分
、
塩
分
の
補
給
、
帽
子
の
着
用
、
衣

類
の
調
節
、
空
調
施
設
の
適
切
な
気
温

な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
暑
さ
指
数

W
B
G
T
と
は
、
湿
度
、
輻
射
熱
、
気

温
の
比
率
を
そ
れ
ぞ
れ
7
対
2
対
1
と

し
て
計
算
さ
れ
る
指
数
。
環
境
省
「
熱

中
症
環
境
保
健
マ
ニュ
ア
ル
」
に
よ
れ
ば
、

運
動
に
関
し
て
は
W
B
G
T
で
21
度
か

ら
25
度
で
注
意
、
25
度
か
ら
28
度
で
警

戒
、
28
度
か
ら
31
度
で
厳
重
警
戒
、
31

度
以
上
で
運
動
は
原
則
中
止
、
33
度
を

超
え
た
時
点
で
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
発
出

と
な
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

28
度
か
ら
31
度
で
外
出
は
避
け
、
室
内

気
温
の
上
昇
に
注
意
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
根
羽
学
園
に
お
い
て
は
、
適
切
な

空
調
施
設
の
利
用
、
下
校
指
導
時
の
水

分
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
、
運
動
時

は
マ
ス
ク
を
外
す
、
保
健
だ
よ
り
で
熱
中

症
に
関
す
る
注
意
を
す
る
よ
う
に
啓
発
、

昇
降
口
に
も
W
B
G
T
に
関
す
る
掲
示

物
を
掲
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
・
昼
・

放
課
後
の
三
回
W
B
G
T
を
計
測
・
記

録
し
、
体
育
・
部
活
動
で
は
常
に
熱
中

症
計
を
携
行
し
、
危
険
域
に
な
っ
た
ら
中

止
す
る
な
ど
の
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
。
今
夏
の
状
況
で
あ
る
が
、
た
だ
い
ま

申
し
上
げ
た
基
準
を
順
守
し
て
活
動
を

し
て
い
る
。
現
在
ま
だ
基
準
に
達
す
る
こ

と
は
な
く
、
部
活
動
、
屋
外
活
動
に
お
い

て
中
止
等
の
対
応
を
し
た
も
の
は
な
い
。

実
際
に
私
が
同
行
し
た
愛
知
県
名
古
屋

市
に
お
け
る
J
A
I
C
A
中
部
で
の
研

修
に
お
い
て
も
、
室
内
で
は
複
数
回
の
水

分
補
給
、
塩
飴
に
よ
る
塩
分
補
給
な
ど

の
細
心
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
め
た
。
蛇
足
な
が
ら
保
育
所
に
お
い
て

も
、「
熱
中
症
予
防
対
策
マ
ニュア
ル
」
を

作
成
し
、順
守
し
て
日
々
の
保
育
に
あ
た
っ

て
い
る
。

2
点
目
の
今
後
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
。
現
在
、
全
て
の
教
室
へエ
ア
コ
ン
の
設

置
を
完
了
し
た
。
本
年
度
、
学
校
体
育

館
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
2
機
の
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
気
温
の

上
昇
や
、
国
、
県
の
動
向
な
ど
か
ら
更

な
る
対
策
を
講
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
際
は
速
や
か
に
対
処
し
て
い
き
た
い

と
思
う
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
「
黒
球
式
熱
中
症
計
」
が

学
校
に
1
台
し
か
な
い
た
め
、
各
教
室
に

1
台
ず
つ
配
置
し
た
い
と
の
要
望
を
受
け

て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ソ
フ

ト
面
に
お
い
て
は
、
現
在
も
行
っ
て
い
る

が
、
教
員
・
保
育
士
の
皆
さ
ん
と
、
き
め

の
細
か
な
対
処
と
、
今
ま
で
同
様
大
切

な
命
を
落
と
す
熱
中
症
の
危
険
性
を
更

に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

た
い
。

議
員　
今
月
に
も
上
旬
の
頃
に
は
依
然

と
し
て
猛
暑
日
が
続
く
日
々
が
あ
り
ま
し

た
。
従
来
の
休
憩
、
あ
る
い
は
水
分
補

給
、
時
短
授
業
を
行
い
つ
つ
、
生
徒
の
体

調
管
理
に
も
万
全
を
き
し
て
頂
け
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の

最
高
気
温
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
都
会

よ
り
も
山
間
部
の
方
が
、
高
い
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
参
考
意
見
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
夏
休
み
の
期
間
を
愛
知

県
、
あ
る
い
は
全
国
的
に
平
均
の
夏
休
み

期
間
に
合
わ
せ
る
の
も
対
策
の一つ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
長
野
県
は

涼
し
い
か
ら
夏
休
み
が
少
な
く
て
良
い
と

い
う
考
え
は
、
今
や
古
い
と
言
わ
ざ
る
負

え
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
学
園

で
安
心
し
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

ま
た
今
度
も
万
全
な
体
制
で
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

議
員　
家
族
に
よ
る
高
齢
者
介
護
の
在

り
方
に
つい
て

本
村
の
平
均
年
齢
は
60
歳
を
超
え
高

齢
化
率
50
％
に
達
す
る
ま
で
に
な
り
、
家

族
に
よ
る
高
齢
者
介
護
は
今
後
益
々
増

加
し
避
け
て
は
通
れ
な
い
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
高
齢
者
に
対
し

て
は
村
や
県
か
ら
手
厚
い
手
当
が
提
供
さ

れ
る
が
、
同
居
の
家
族
は
仕
事
や
子
育

て
を
し
な
が
ら
親
の
介
護
に
当
た
る
な
ど

相
当
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
が

現
状
。
介
護
疲
れ
か
ら
く
る
体
調
不
良

や
介
護
鬱
に
陥
る
方
も
み
え
る
。
こ
う

いっ
た
問
題
は
介
護
に
関
わ
る
方
に
も
何

ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
と
思
う
。
以
上
の
事
か
ら
村

長
に
2
点
お
伺
い
し
た
い
。

1
、
高
齢
化
率
の
高
い
本
村
に
於
い
て

介
護
問
題
が
増
加
し
て
い
く
事
に
対
し
、

又
家
族
の
精
神
的
疲
労
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し

た
い
。2

、
家
族
を
対
象
と
し
た
相
談
所
や

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
等
の
仕
組
み
も
必
要
と

考
え
る
が
如
何
か
。

村
長　

村
内
の
高
齢
化
率
は
現
在
約

52
％
で
あ
り
、
村
、
社
協
、
福
祉
団
体
、

医
療
、
そ
れ
か
ら
保
険
と
関
係
す
る
団

体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
全
員

で
支
え
合
っ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
体

力
的
な
問
題
や
、
精
神
的
な
問
題
な
ど
、

議
員
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
様
に
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
理
解
し
て
お

り
、
特
に
1
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と

いっ
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
、
そ
う
い
っ

た
問
題
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
村
そ
し
て
社
協
、
あ
る
い

は
福
祉
団
体
や
関
連
団
体
と
連
携
し
て

村
で
は
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
役
場
や
社
協
で
は
、
日
頃
の
活

動
や
ケ
ア
会
議
の
中
で
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
生
活
や
、
家
族
の
状
態
に
つ
い
て
情

報
を
そ
れ
ぞ
れ
共
有
し
合
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
支
援

を
提
供
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま

た
社
協
で
は
、
認
知
症
ケ
ア
専
門
の
資

格
を
も
っ
た
職
員
が
お
り
、
家
族
等
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
村
で
は
在
宅
で
重
度
の
高

齢
者
や
心
身
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

家
庭
へ
の
介
護
医
療
金
の
支
給
事
業
を

実
施
い
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
と

思
う
。
ま
た
、
重
度
の
要
介
護
高
齢
者

一
人
に
つ
い
て
、
社
協
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

の
、
一
割
負
担
分
及
び
職
員
負
担
分
と
し

て
年
間
上
限
７
８
，０
０
０
円
で
あ
る
が
、

利
用
で
き
る
助
成
制
度
が
あ
る
。
ま
た
、

住
民
支
え
合
い
総
合
支
援
事
業
と
い
う

位
置
づ
け
で
、
社
協
で
は
福
祉
車
両
の
貸

し
出
し
や
、
福
祉
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
、
交
通
空
白
地
帯
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
介
護
予
防
、
日
常

生
活
で
の
支
援
、
総
合
事
業
に
お
い
て
は
、

介
護
予
防
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
訪
問
型
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
通
所
型
の

サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
「
な
ご
み
」
や
「
有
閑
莊
」

で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
介
護
予

防
事
業
と
し
て
、
軽
度
の
生
活
支
援
事

業
や
、
体
操
や
音
楽
等
を
中
心
と
し
た

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
男
性
の
生

活
応
援
講
座
や
、
水
中
運
動
教
室
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
事
業
を
社
協
で
定

期
的
に
実
施
し
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
村

の
中
で
、
こ
う
いっ
た
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
が

あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
事
業
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
家
族
の
介

護
へ
の
負
担
が
軽
減
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
部
分
で
の
支
援
も
し
っ
か
り

と
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
介
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護
者
の
方
が
常
日
頃
の
悩
み
や
困
り
ご
と

に
つ
い
て
役
場
の
保
健
師
や
社
協
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
気
軽
に

相
談
を
し
て
い
た
だ
く
事
が
大
事
だ
と
思

う
の
で
、
気
軽
に
是
非
ご
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
が
、
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
、
根
羽
村
で
も
令
和
2

年
と
3
年
に
回
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
月

1
回
程
度
開
設
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

実
施
す
る
中
で
、
根
羽
村
は
ご
承
知
の
よ

う
に
家
が
広
く
分
散
し
て
い
る
問
題
な
ど

が
あ
り
、
な
か
な
か
集
ま
り
に
く
か
っ
た

の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
あ
り
、
な
か
な
か
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェの
開
設
に
は
、
専
門

職
を
率
い
る
人
的
な
確
保
や
、
地
理
的

要
件
な
ど
で
、
特
定
の
箇
所
で
の
常
時
の

開
設
と
い
う
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
た

と
え
ば
村
の
中
心
部
に
あ
る
「
く
り
や
」

を
使
っ
て
年
数
回
行
う
と
か
、
そ
う
いっ

た
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
形

を
変
え
な
が
ら
村
で
出
来
る
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
的
な
対
応
と
い
う
の
も
可
能
で
あ
る

と
思
う
の
で
、
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

う
。
ま
た
、
も
う
一点
、
現
在
冬
季
限
定

で
あ
る
が
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
れ
も
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
代

わ
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
思
う
の
で
、

こ
う
いっ
た
部
分
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
い
ず
れ
に
関
し

ま
し
て
も
、
介
護
さ
れ
る
方
の
ご
苦
労
は

大
変
だ
と
思
う
し
、一人
で
そ
う
いっ
た
悩

み
を
抱
え
込
む
の
は
非
常
に
ご
負
担
に
な

る
の
で
、
是
非
、
日
頃
の
悩
み
や
困
り
事

な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
機
関
が
あ
る
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
し

て
い
た
だ
く
事
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
回

答
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
員　
全
国
的
に
も
介
護
を
中
心
と
し

た
相
談
所
等
を
導
入
し
て
い
る
地
区
は

増
え
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す
が
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
者
同
士
で
分
か
ち
合
え
る
場
所

を
提
供
で
き
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
言
わ
れ
た
通
り
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
等
を
通
し
て
そ
の
役
目
を
果
た
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
今
現
在
で
は
年
に
一

回
等
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

う
いっ
た
場
を
も
う
少
し
増
や
し
て
い
た

だ
く
か
、
ま
た
参
加
者
を
募
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。
ま
た
家
族

の
相
談
所
の
よ
う
な
も
の
や
交
流
の
場
所

は
、
無
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
部
地
域

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
電
話
等
に
よ
る

福
祉
法
人
と
の
対
話
、
家
族
間
と
の
交

流
も
あ
る
の
で
、
そ
う
いっ
た
方
向
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
え
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

◆
松
下
武
久
議
員

議
員　
ご
み
の
搬
出
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
高
齢
者
等
への
サ
ポ
ー
ト
に
つい
て　

ゴ
ミ
処
理
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
高

齢
者
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
に
つい
て
3
点

に
つい
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

1
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
を
含
め
て
、

ゴ
ミ
収
集
場
所
ま
で
遠
い
方
で
あ
っ
た
り
、

交
通
に
支
障
が
あ
っ
て
持
ち
出
せ
な
い
方

も
い
る
中
で
、
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

か
。
ご
近
所
や
地
区
が
協
力
す
る
の
が

大
切
で
あ
る
が
、
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

2
、
古
紙
回
収
に
つ
い
て
は
年
間
6
回

あ
る
が
、
高
齢
者
に
な
る
と
車
を
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
せ
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
に
対
す
る
対
策
は
あ
る

の
か
。
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
区
、

村
、
福
祉
施
設
、
社
協
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

3
、
親
族
の
方
が
帰
省
し
た
際
に
ゴ
ミ

の
収
集
に
間
に
合
わ
な
い
物
に
つ
い
て
は
、

親
族
が
持
ち
帰
り
、
処
分
を
し
て
い
る

方
も
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
村
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
村
長
に
お
伺
い

し
た
い
。

村
長　
村
内
の
ゴ
ミ
集
積
箇
所
に
つ
い
て

は
、
40
ヶ
所
。
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
集
積
箇

所
は
9
箇
所
。
そ
の
う
ち
、
月
・
木
曜

日
の
週
2
回
の
収
集
箇
所
は
8
箇
所
。

月
曜
日
の
み
が
、
6
箇
所
。
木
曜
日
の

み
が
、
16
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ミ
の

集
積
箇
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
管
理
す
る
北
設

広
域
事
務
組
合
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
収
集
時
間
の
問
題
等
か
ら
今
以
上

の
収
集
箇
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
は
難
し
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
の
即
時
対
応

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
粗
大
ゴ

ミ
及
び
古
紙
回
収
に
つ
い
て
は
、
運
搬
手

段
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
再
度

村
か
ら
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。
も
う

一
点
の
日
常
の
ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て
は
、
社

協
の一
般
介
護
予
防
事
業
で
軽
度
の
生
活

援
助
事
業
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
65
歳

以
上
の
独
居
者
の
方
、
あ
る
い
は
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象
と
し

て
、
軽
度
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
お

こ
な
っ
て
い
る
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
時
間
制
限
が
あ
る
。
現
状
で
は

利
用
料
が
、
1
時
間
1
0
0
円
で
、
年

間
10
時
間
ま
で
利
用
で
き
る
制
度
と
な
っ

て
い
る
。
草
刈
り
等
、
色
々
な
こ
と
に
対

し
て
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
、
ゴ

ミ
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ

る
と
承
知
は
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
検
討
が
必
要
な
部
分
が

あ
る
が
、
こ
う
いっ
た
事
業
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
の

で
、
村
と
し
て
も
、
呼
び
か
け
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
介
護
予

防
や
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
中
で
、

制
約
は
あ
る
が
、
要
支
援
1
の
方
を
対

象
と
し
て
、
簡
単
な
家
事
や
自
立
し
た

生
活
の
援
助
等
の
軽
度
の
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
食
事
、
掃
除
、

洗
濯
、
そ
れ
以
外
に
併
せ
て
ゴ
ミ
出
し
も

行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
要
支
援
者
に
限
ら
れ
て
し
ま
う

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
内
容
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
帰
省
さ
れ

た
方
が
ゴ
ミ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
り
、
処

分
を
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

は
、原
則
と
し
て
、収
集
日
の
朝
に
決
ま
っ

た
時
間
ま
で
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
で
の
際
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

に
村
へ
相
談
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
事

前
に
ゴ
ミ
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
色
々
な

問
題
が
あ
る
の
で
、
逆
に
そ
の
方
々
に
対

し
て
、
近
所
で
支
援
す
る
制
度
が
あ
る
の

か
、
補
助
で
支
援
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
具
体
的
に
考

え
て
い
き
た
い
。
基
本
的
に
は
、
村
で
出

た
ゴ
ミ
は
根
羽
で
処
理
を
し
て
も
ら
う
の

が
、一番
い
い
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

現
状
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
社

協
で
、
今
あ
る
支
援
を
し
っ
か
り
と
村
民

に
P
R
し
て
い
き
た
い
。
改
め
て
、
今
の

制
度
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
の
も
必

要
か
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

も
う
一
点
、
近
所
の
方
で
無
償
で
ゴ
ミ

出
し
を
お
願
い
す
る
の
は
、
非
常
に
気
兼

ね
と
い
う
話
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
、
そ
う
思
う
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

金
額
の
設
定
は
別
と
し
て
、
例
え
ば
有

料
で
近
所
の
方
に
ゴ
ミ
出
し
の
依
頼
す
る

ゴ
ミ
出
券
み
た
い
な
も
の
な
ど
、
何
ら
か

の
協
力
体
制
が
で
き
る
も
の
が
必
要
か

と
思
う
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん

と
協
議
を
重
ね
た
い
と
思
う
。
い
ず
れ
に

し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
な
る
べ
く
負
担
の
な
い
形
で
日
常
の
ゴ

ミ
処
理
等
が
で
き
る
よ
う
関
係
団
体
等

や
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
と
応
援
し
な
が

ら
良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

議
員　
新
た
な
対
策
も
考
え
て
い
る
と
の

事
な
の
で
、
実
施
の
方
向
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
災
害
時
等

に
つ
い
て
、
併
せ
て
、
な
ぜ
こ
の
質
問
を

し
た
か
と
い
う
と
、
ゴ
ミ
を
近
隣
の
人
が

見
に
い
く
事
で
、
日
常
や
災
害
時
の
時
に

安
否
確
認
が
で
き
る
た
め
、
社
協
、
な
ご

み
、
有
閑
荘
や
村
の
方
々
で
よ
く
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◆

桐
雅
浩
議
員

議
員　
中
央
地
区
の
街
路
灯
の
維
持
管

理
に
つい
て

区
の
要
望
で
何
度
も
出
し
て
い
る
、
街

路
灯
の
問
題
で
す
が
、
事
業
主
体
の
商

栄
会
が
な
く
な
り
、
責
任
の
所
在
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
、
維
持
管
理
等
の
問

題
が
出
て
き
て
お
り
、
大
変
困
っ
て
い

る
。
7
月
の
地
区
懇
談
会
で
も
下
町
区

か
ら
電
灯
の
L
E
D
化
へ
の
要
望
が
出

ま
し
た
が
、
村
は
壊
れ
た
箇
所
の
み
順

次
交
換
す
る
。
全
面
改
修
は
考
え
て
い

な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
下
町

区
長
が
、
役
場
に
確
認
に
行
っ
た
所
、
今

年
度
は
、
工
事
の
予
定
が
な
い
と
い
う
報

告
を
受
け
た
と
の
事
だ
っ
た
。
中
央
地
区

の
街
路
灯
は
、
昭
和
59
年
に
長
野
県
と

根
羽
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
万
円
の

補
助
を
い
た
だ
き
、
授
業
主
体
の
商
栄

会
が
1
2
0
万
円
を
負
担
し
、
事
業

費
3
2
0
万
円
で
37
機
設
置
し
た
も
の

で
あ
る
。
街
路
灯
は
、
地
域
内
を
明
る

く
し
、
生
き
生
き
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
街
路
灯
の

維
持
管
理
は
設
置
し
た
5
町
に
委
ね
ら

れ
、
設
置
機
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
が
電
気
代
等
を
負
担
し
て
い
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
電
気
代
が
、
近
年

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
も
あ
り
、

区
の
財
政
の
大
き
な
負
担
と
な
って
い
る
。

出
身
地
区
で
あ
る
下
町
地
区
の
話
に
な

る
が
、
令
和
4
年
度
地
区
会
計
の
支
出

合
計
が
46
万
4
3
8
2
円
に
対
し
、
電

気
料
金
が
、12
万
1
千
5
8
1
円
と
な
っ

て
お
り
、
支
出
全
体
の
26
％
を
占
め
る

大
変
大
き
な
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
の
大
半
が
街
路
灯
の
電
気
代
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
支
出
削
減
を
す
る

た
め
、区
で
は
、役
員
報
酬
の
減
額
を
行
っ

た
り
、
年
末
の
区
集
会
を
取
り
や
め
、
そ

の
際
村
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方
々
も
含

め
て
、折
詰
を
配
布
し
て
い
た
が
、こ
う
いっ

た
事
も
や
無
負
え
ず
中
止
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
地
区
の
結
束
を
図
る
大
切
な
行

事
で
あ
り
、
こ
う
し
た
機
会
が
な
く
な
る

の
は
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
に
繋

が
って
し
ま
う
。
下
町
区
は
、
空
き
家
に

な
っ
た
家
か
ら
も
区
費
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
世
代
が
変
わ
り
、
国
の
空

き
や
対
策
な
ど
も
あ
って
、
こ
の
先
、
いつ

ま
で
区
費
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
か
わ
か

ら
ず
、
地
区
運
営
経
費
の一
人
当
た
り
の

負
担
が
更
に
大
き
く
な
る
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
行
事
が
満
足
に
行
え

な
い
状
況
で
も
、
村
は
こ
の
ま
ま
街
路
灯

の
維
持
管
理
を
地
区
に
任
せ
き
り
に
す

る
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
様
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な
状
況
が
長
く
続
く
よ
う
で
す
と
、
街

路
灯
を
消
す
し
か
な
い
、
減
ら
す
し
か
な

い
。
と
いっ
た
悲
観
的
な
意
見
が
出
て
お

り
ま
す
。
街
路
灯
は
、
区
の
防
犯
対
策

の
み
な
ら
ず
、
国
道
や
県
道
を
利
用
す

る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
大
切
な
光
で
す
。

交
通
安
全
への
貢
献
も
非
常
に
大
き
い
大

変
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
灯
り
を
決
し
て
消
し

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
ん
な

街
路
灯
の
中
に
は
、
感
知
セ
ン
サ
ー
が
壊

れ
て
、
つ
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
も
の

が
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。
地
区
懇
談
会

の
際
に
は
、
村
は
壊
れ
た
も
の
か
ら
交
換

工
事
す
る
と
いっ
て
い
た
が
、
何
故
交
換

し
な
い
の
か
。
電
気
代
金
が
定
額
に
な
っ

て
お
り
、
区
費
に
負
担
を
か
け
な
い
、
灯

り
は
つ
い
て
お
り
、
街
路
灯
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
、
問
題
な
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。
役
場
の
下
か
ら
国
道

を
愛
知
県
方
面
へ
走
り
、
旧
役
場
ま
で
の

間
に
4
機
も
の
着
き
っ
ぱ
な
し
の
電
気
が

あ
り
ま
す
。
村
長
は
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。
あ
れ
を
見
て
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
無
駄
遣
い
と
は
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
壊
れ
た
街
路
灯
か
ら
治
す
と
村

は
言
う
が
、
私
の
家
の
前
の
街
路
灯
は
、

切
れ
て
か
ら
約
半
年
間
新
し
い
も
の
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。問
題
を
先
送
り
に
し
、

い
ざ
壊
れ
て
も
予
算
が
つ
か
な
い
。
素
早

い
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
。
こ
ん
な

状
況
で
は
、
住
民
も
失
望
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
状
だ
が
、
街
路
灯
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
村
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
村
長
の
意
見
を
伺
い
た

い
。村長　

ご
承
知
の
通
り
、
村
内
の
国
道

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
道
路
の
管

理
か
ら
、
交
差
点
や
パ
ー
キ
ン
グ
に
街
路

灯
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
地

区
に
は
、
商
栄
会
が
設
置
し
た
街
路
灯

が
あ
り
、
街
中
を
明
る
く
照
ら
し
て
お

り
、
夜
間
の
交
通
安
全
確
保
、
防
犯
対

策
や
生
活
空
間
の
維
持
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
事
は
、
私
た
ち
も
理

解
を
し
て
い
る
。
中
央
地
区
の
街
路
灯
に

つ
い
て
は
、
商
栄
会
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
、
整
備
を
し
、
そ
の
後
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
地
元
が
行
っ
て
き
た
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
商
栄
会
の
実

態
が
難
し
く
な
り
、
商
栄
会
自
体
が
存

在
し
な
く
な
っ
て
き
た
中
で
、
村
へ
街
路

灯
の
交
換
に
つ
い
て
の
話
は
過
去
何
度
か

あ
っ
た
事
は
村
と
し
て
も
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
段
階
で
は
、
色
々
な
問
題
が
あ
っ
た

が
、
全
体
的
な
村
の
流
れ
と
し
て
、
村

内
の
各
地
区
で
は
、
防
犯
灯
の
設
置
は
村

で
行
い
、
管
理
に
つ
い
て
は
、
電
気
代
や

蛍
光
灯
の
交
換
は
地
元
で
お
願
い
し
て
い

る
。
村
で
は
平
成
21
年
か
ら
23
年
に
か

け
て
地
区
の
防
犯
灯
の
L
E
D
化
に
向

け
て
の
要
望
調
査
を
行
い
、
希
望
の
あ
っ

た
1
6
5
機
の
更
新
を
実
施
し
た
。
ま

た
L
E
D
化
の
移
行
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
も
地
区
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
L
E
D
の
防
犯
灯
が
切
れ
た

場
合
に
つ
い
て
は
、
電
灯
の
支
給
を
村
が

行
い
、
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
区
で
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
商
栄
会
が
設

置
し
た
地
区
の
街
路
灯
に
つ
い
て
、
中
央

地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
過
去
に
電
灯
の
交
換

に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
段
階
で

は
、
電
灯
の
形
状
が
特
殊
で
あ
り
、
村

で
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
商
栄
会
の
設
置

し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
た
め
、
非
常
に
難

し
く
対
応
が
で
き
な
い
と
話
を
し
て
い
た

が
、
確
か
に
今
後
も
維
持
費
が
か
か
る

も
の
で
、
議
員
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、

約
12
万
の
電
気
代
は
た
いへ
ん
な
事
で
あ

る
と
理
解
を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
商
栄

会
か
ら
中
央
地
区
が
維
持
管
理
し
て
い

く
の
は
難
し
い
と
言
う
こ
と
は
村
も
理
解

し
て
い
る
。
当
面
の
策
と
し
て
、
一
旦
切

れ
た
電
球
は
、
村
で
L
E
D
に
順
次
交

換
を
予
定
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
村

で
は
、
今
の
電
柱
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
、

L
E
D
を
付
け
る
事
が
可
能
だ
と
言
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、
村
で
更
新

し
て
い
く
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
形
に
つ
い

て
は
、
電
灯
の
傘
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
柱

の
途
中
に
L
E
D
を
付
け
る
形
で
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
た
め
、
現
在
、
令
和
3
年
に
1

機
、
令
和
4
年
に
4
機
今
年
度
に
1
機

を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
し
て
き
た
経
過
で
あ

る
。
確
か
に
、
現
在
の
街
中
を
見
て
、
つ

き
っ
ぱ
な
し
の
電
気
が
あ
る
こ
と
は
、
私

も
承
知
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も

非
常
に
勿
体
無
い
と
言
う
よ
う
な
思
い
も

あ
る
。
そ
の
中
で
、
対
応
す
る
べ
き
で
あ

る
と
言
う
思
い
は
あ
り
、
色
々
検
討
は

し
て
い
る
。
こ
の
設
置
費
用
に
つ
い
て
は
、

場
所
等
に
よ
っ
て
異
な
る
。
現
在
の
柱
を

利
用
し
て
、
L
E
D
化
を
し
て
い
く
と
、

1
機
あ
た
り
、
4
万
円
か
ら
7
万
円
程

度
で
で
き
る
と
言
う
実
績
が
あ
る
。
商

栄
会
で
設
置
し
た
中
央
地
区
の
街
路
灯

に
つ
い
て
は
、
37
機
あ
る
。
現
在
は
6
機

が
L
E
D
化
さ
れ
て
い
る
。
残
り
31
機

で
あ
る
。
村
で
は
、
当
初
電
気
の
切
れ

た
も
の
か
ら
順
次
交
換
し
て
い
く
方
針

で
あ
っ
た
が
、
壊
れ
た
も
の
や
電
気
が
切

れ
る
ま
で
待
つ
と
言
う
の
は
、
近
年
の
電

気
代
が
厳
し
い
状
況
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
、
L
E
D
化
を

し
、
1
機
あ
た
り
の
電
気
料
を
安
く
し

て
い
く
、
そ
し
て
、
街
中
を
し
っ
か
り
明

る
く
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。
来
年
度
の
当
初
予
算
で
、
残

り
の
31
機
に
つ
い
て
L
E
D
化
を
予
算

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ご

理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
今
現

在
に
つ
い
て
は
、
つ
き
っ
ぱ
な
し
の
状
況
で

あ
る
が
、
来
年
の
当
初
予
算
で
考
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
、
L
E
D
化
す
る
と
、
電
気

量
が
非
常
に
安
く
な
り
、
1
機
あ
た
り

１
８
０
円
か
ら
２
０
０
円
程
度
と
な
る
と

言
う
。
村
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
維
持

費
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
お
願
い
を
し
て

い
る
の
で
、
中
央
地
区
の
街
路
灯
に
つ
い

て
も
こ
の
商
栄
会
で
設
置
し
た
37
機
に
つ

い
て
も
更
新
は
す
る
が
、
電
気
代
に
つ
い

て
は
、
他
の
地
区
と
同
様
に
地
区
で
維

持
管
理
費
は
お
願
い
し
た
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
早
急
に
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

議
員　
た
いへ
ん
公
益
性
の
高
い
街
路
灯

で
あ
る
。
当
初
予
算
で
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
と
言
う
こ
と
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
設
置
が
で
き
る
と
言
う

こ
と
で
、
各
地
区
に
と
っ
て
も
た
いへ
ん
あ

り
が
た
い
事
で
す
し
、
私
た
ち
地
区
と
し

て
も
や
れ
る
事
を
し
っ
か
り
と
行
って
い
き

た
い
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
片
桐
紳一郎
議
員

議
員　
安
城
親
子
留
学
に
つい
て

ま
ず
1
点
目
、
安
城
親
子
留
学
に
つい

て
で
す
。 

安
城
と
の
留
学
が
始
ま
り
ま
し
て
、

5
年
ほ
ど
が
経
過
し
ま
し
た
。
留
学
生

は
、
令
和
3
年
度
5
家
庭
8
名
。 

令
和
4
年
度
3
家
庭
4
名
、
令
和
5

年
度
、
3
家
庭
4
名
と
推
移
し
て
き
て

い
ま
す
。

本
年
度
に
関
し
て
は
、
特
に
大
き
な

問
題
も
な
く
、
親
子
留
学
は
進
ん
で
き

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
以
下
の
質
問
に
簡
潔
な
答

弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
1
点
目
で
す
。
教
育
長
に
伺
い
ま

す
。 

6
月
議
会
の
答
弁
の
中
で
、
教
育

長
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
不
足
と

い
う
指
摘
に
関
し
て
は
自
覚
し
て
い
る
。

今
年
度
は
新
た
に
来
ら
れ
た
安
城
市
の

皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
を
設
け
た
。
現
状
、

P
T
A
総
会
、
参
観
日
等
で
の
報
告
会

を
考
え
て
い
る
が
、 

必
要
性
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
う
。
安
城
市
の
ご
家
庭
だ
け
で
な

く
、
根
羽
村
の
ご
家
庭
に
も
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
い

う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
6
月
議
会
か

ら
3
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
P
T
A
総
会
、
参
観
日
等
で
の

報
告
会
等
ど
こ
ま
で
検
討
が
進
ん
で
い
る

の
か
。
お
伺
い
し
た
い
。

教
育
長　
現
行
の
親
子
保
留
学
の
ご
家

庭
に
関
し
て
は
、
現
在
、
来
年
度
延
長

す
る
希
望
の
有
無
を
調
査
す
る
予
備
調

査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

来
年
度
の
新
規
の
留
学
生
を
募
集
す
る

た
め
、 

今
月
24
日
の
日
曜
日
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
現
地
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
各
家
庭
の
動
向
が
決
ま
って

く
る
の
が
、
現
行
、
新
規
の
ご
家
庭
と
も

11
月
中
旬
頃
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

以
降
に
お
知
ら
せ
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
思
う
。
確
定
し
た
上
で
の
報

告
が
最
善
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
1
月
の
参
観
日
の
折
に
報

告
で
き
れ
ば
と
い
う
風
に
考
え
て
い
る
が
、

来
年
度
の
P
T
A
役
員
の
選
出
等
の
事

情
も
あ
り
ま
す
の
で
、
書
面
な
ど
別
の

形
を
取
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

当
初
、
説
明
会
の
よ
う
な
形
で
、 

報
告

を
想
定
し
て
い
る
が
、
現
在
、
親
留
学
に

関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
情
報
開
示
の

手
段
と
し
て
、
村
内
回
覧
に
、
教
育
委

員
会
通
信 

の
よ
う
な
も
の
を
、
発
行
す

る
こ
と
を
考
え
、
遂
行
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
行
、
地

域
の
ご
家
庭
と
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
風
に
考
え
て
い
る
。
現
在
留

学
中
の
親
子
留
学
の
家
庭
の
皆
さ
ん
に
お

い
て
は
、
親
子
共
し
っ
か
り
、
地
域
解
け

込
ん
で
い
た
だ
い
て
生
活
を
し
て
き
て
い
た

だ
い
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

7
月
の
25

日
に
2
回
目
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
概
ね
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
風
に
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
懇

談
会
、
回
覧
等
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

議
員　
前
向
き
な
答
弁
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
情
報
回
覧
等
、
情
報

等
を
、
開
示
し
て
い
た
だ
け
る
と
か
、
教

育
委
員
会
通
信
等
を
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
な
か
な
か
良
い
前
向
き
な
と
き

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
だ
、
そ
の

中
に
ど
う
し
て
も
村
民
か
ら
の
意
見
と
し

て
、
安
城
に
対
し
て
た
く
さ
ん
お
金
を

使
って
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
安
城
は
優
遇

さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
か
な
り
多
く

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
関
し
て
も
、

で
き
れ
ば
、
村
民
が
理
解
で
き
る
よ
う

な
形
で
情
報
開
示
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
員　
続
い
て
安
城
親
子
留
学
に
つ
い
て

2
点
目
。
村
長
に
伺
い
ま
す
。 

親
子
留
学
生
の
募
集
は
、
昨
年
度
の

9
月
時
点
で
は
1
家
庭
、
令
和
6
年
度

に
つ
い
て
も
、
8
月
の
定
例
会
の
折
り
入

れ
は
1
家
庭
と
い
う
認
識
を
し
て
い
る

先
ほ
ど
教
育
長
の
答
弁
の
方
に
も
あ
っ

た
が
、
現
在
の
留
学
し
て
い
る
家
庭
が
継

続
す
る
か
ど
う
か
で
、
12
月
時
点
で
の
新

規
の
留
学
家
庭
の
可
否
が
決
ま
っ
て
く
る

と
思
う
。 
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6
月
議
会
で
の一
般
質
問
の
答
弁
を
基

に
留
学
生
の
数
を
試
算
す
る
と
、 

10
名

程
度
の
親
子
留
学
を
教
育
委
員
会
は
想

定
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
親

子
留
学
が
始
ま
っ
て
5
年
が
経
過
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
3
棟
が
親
子
留
学
生
用
に
使

わ
れ
て
お
り
ま
す
。 
こ
こ
2
年
間
に
つ
い

て
は
、
親
子
留
学
生
用
の
住
宅
は
4
棟

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、 
親
子

留
学
生
の
募
集
人
員
の
根
拠
と
親
子
留

学
生
用
に
確
保
し
て
い
る
住
宅
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
お
願
い
し
ま
す
。

村
長　
安
城
市
か
ら
の
親
子
留
学
に
つ
い

て
、
6
月
定
例
会
の
議
員
の一
般
質
問
に

対
し
ま
し
て
、
副
村
長
、
当
時
教
育
長

だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
の
教
育
委

員
会
で
の
基
本
的
な
考
え
方
の
説
明
あ
っ

た
と
思
う
。 

そ
の
中
で
、
仮
に
根
羽
村
の
子
供
の
数

が
30
人
だ
っ
た
場
合
に
、
単
式
学
級
を
維

持
す
る
に
は
、
留
学
生
10
人
程
度
が
必

要
に
な
る
試
算
に
な
る
と
い
う
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
受

け
入
れ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
人
数
合
わ

せ
で
は
な
く
て
、
根
羽
の
環
境
で
子
供
を

育
て
た
い
と
い
う
思
い
の
方
を
先
行
し
て
い

る
。
そ
う
いっ
た
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。 し

た
が
っ
て
、
親
子
留
学
の
人
数
を
10

名
と
想
定
し
て
る
と
い
う
事
で
は
な
い
の

で
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

ま

た
、
親
子
留
学
で
来
ら
れ
る
方
に
は
、
ご

承
知
の
よ
う
に
、
村
の
世
帯
住
宅
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
を

導
入
し
た
当
時
で
あ
る
が
、
村
の
世
帯

住
宅
の
絶
対
数
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う

事
で
、
世
帯
用
住
宅
の
整
備
を
、 

数
年
の

間
に
行
っ
た
。 

整
備
し
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
親
子
留

学
の
、
専
用
の
住
宅
で
は
な
く
、
村
営

住
宅
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
は
、
親
子

留
学
で
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
新
し

い
住
宅
に
入
ら
れ
る
。
過
去
に
も
、
こ
の 

新
し
い
住
宅
以
外
の
世
帯
住
宅
に
入
居

さ
れ
て
、
親
子
留
学
さ
れ
た
方
も
お
り

ま
す
の
で
、
村
と
し
て
は
、
村 

全
体
の

世
帯
用
住
宅
で
、
状
況
に
よ
っ
て
検
討
す

る
と
い
う
方
針
で
、
今
も
、
進
め
て
き
て

お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
親
子

留
学
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
教
育

長
の
説
明
が
あ
っ
た
通
り
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
、
来
年
度
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
事
に
な
る
が
、
申
し
込
み
状
況
の
様

子
と
、
村
の
受
け
入
れ
の
キ
ャ
パ
も
あ
る

の
で
、
現
在
の
世
帯
用
住
宅
の
空
き
状

況
、
現
在
少
し
余
裕
を
少
し
持
って
お
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
と
含
め
て
、
最
終
的
な

決
定
を
行
う
事
と
な
る
の
で
そ
う
いっ
た

点
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

議
員　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

の
回
答
に
つ
い
て
1
つ
疑
問
が
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
親
子
留
学
生

用
の
住
宅
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
よ
う

な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
時
は
、 

募
集
は
す
る
も
の
の
、

1
人
の
留
学
の
許
可
は
出
せ
な
い
、
受
け

入
れ
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

村
長　
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
仮
の
話
に
な

る
。
現
在
は
そ
う
いっ
た
事
は
な
い
と
思

う
が
、
例
え
ば
人
数
が
た
く
さ
ん
に
な
っ

た
場
合
は
、
無
理
な
場
合
も
あ
る
が
、

決
し
て
「
0
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

調
整
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員　
で
き
る
範
囲
で
調
整
を
し
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、 

せ
っ
か
く

の
、
根
羽
村
が
良
く
て
来
る
親
子
留
学

生
が
大
勢
お
り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
、

安
城
の
子
ど
も
た
ち
を
根
羽
で
成
長
さ

せ
、
そ
の
中
で
、
根
羽
の
子
ど
も
た
ち
と

の
環
境
が
、
お
互
い
に
、
い
い
関
係
を
作
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員　
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
安
全
管
理

に
つい
て

学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
安
全
管
理
に
つ
い

て
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。
今
年
の
4

月
8
日
、 

西
尾
市
が
管
理
す
る
公
園
の

多
目
的
広
場
で
、 

地
元
の
子
供
会
の
小

学
生
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
2
塁
ベ
ー
ス
に
滑
り
込
ん
だ

4
年
生
の
男
児
童
が
左
膝
を
10
針
縫
う

大
怪
我
を
し
ま
し
た
。
市
が
調
べ
た
と
こ

ろ
、
長
さ
10
セ
ン
チ
程
度
か
ら
23
セ
ン
チ

程
度
の
釘
、
合
わ
せ
て
5
本
が
地
面
の

中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た

ほ
か
、
そ
の
後
、
金
属
探
知
機
を
使
っ
た

調
査
で
も
新
た
に
14
本
の
釘
が
見
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
。
8
月
の
教
育
委
員
会
定

例
会
の
折
に
、
教
育
委
員
か
ら
こ
の
件

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
て
、
教
育
長

は
、「
ト
ラ
ッ
ク
だ
か
ら
、
先
生
方
が
把

握
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
で
あ
る
。」
と

答
え
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、一般
的
に

は
、
学
校
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
作
成
す
る
時

に
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
何
か
所
か
に

目
印
の
た
め
の
釘
を
打
ち
込
ん
で
お
き
ま

す
。
先
生
方
が
丁
寧
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見

た
と
し
て
も
、
西
尾
の
よ
う
に
金
属
探

知
機
を
使
っ
た
調
査
を
す
る
と
、
腐
食
し

た
釘
等
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。 

子
供
の
安
全
を
考
え
た
時
に
、
金

属
探
知
機
を
用
い
て
調
査
し
、
子
供
た

ち
が
安
全
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考
え
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
同
様
に
、

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
社
会
体

育
等
で
非
常
に
多
く
の
村
民
が
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
予
定
で
お
る
の
で
し
ょ
う
か
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　
ご
指
摘
の
通
り
、
4
月
の
事

故
を
受
け
、
文
部
科
学
省
総
合
政
策
局

男
女
共
同
参
画
共
生
社
会
学
習
・
安
全

課
か
ら
事
務
連
絡
で
、「
校
庭
等
お
け
る

危
険
物
の
確
認
・
除
去
に
つ
い
て
」
が
5

月
12
日
付
け
で
、発
出
を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、【
学
校
安
全
資
料
「
生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
学
校
で
の
安
全
教

育
】
の
別
紙
1
1
7
ペ
ー
ジ
（
2
）
校

舎
外
・
園
舎
外
の
安
全
管
理
に
お
い
て
、

危
険
物
、
ガ
ラ
ス
、
石
、
釘
な
ど
有
無

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
注
意
喚
起
が
な
さ

れ
ま
し
た
。 

現
在
、
根
羽
学
園
に
お
き

ま
し
て
は
、
目
印
と
な
る
ピ
ン
は
議
員
が

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
数
ヶ
所
使
用
中
で
あ

り
ま
す
。 

学
校
教
育
計
画
中
で
、
管
理

部
を
組
織
し
、
毎
月
1
日
、
校
社
内
外

の
安
全
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
校

庭
に
お
き
ま
し
て
も
、
危
険
物
が
確
認

さ
れ
た
時
は
、
除
去
の
方
を
、
心
が
け

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
き
ま
し
て
も
、

ピ
ン
を
使
う
の
は
、
消
防
団
の
操
法
大
会

の
練
習
の
み
で
、 

終
了
次
第
、
消
防
団

の
方
々
が
、
責
任
を
持
っ
て
、
撤
去
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
関
し
て

は
、
太
く
先
端
が
尖
っ
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
風
に
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
校

庭
・
ト
レ
セ
ン
双
方
と
も
除
草
作
業
の
際

に
除
草
ロ
ー
タ
ー
で
地
表
を
数
セ
ン
チ
削

り
、
転
圧
前
に
異
物
を
除
去
す
る
と
い

う
作
業
を
、
実
施
を
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
、
現
状
と
、
行
わ
れ
て
い
る
安
全
管

理
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
。
金
属
探
知

機
に
よ
る 

調
査
に
関
し
ま
し
て
は
、
学

校
と
ト
レ
セ
ン
の
利
用
状
況
を
確
認
し
、

必
要
性
の
有
無
も
含
め
て
、
今
後
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
風
に
考
え
て
い

る
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

議
員　
金
属
探
知
機
等
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
学

校
で
、
毎
月
1
回
、
安
全
点
検
や
っ
て
い

る
の
は
そ
れ
は
よ
く
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、
安
全
点
検
だ
け
だ
と
、
な
か
な
か

遊
具
に
関
し
て
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、

腐
食
だ
と
か
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
実
際
に
色
々
な
場
面
で
安

全
点
検
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
怪
我

を
し
た
と
い
う
事
例
も
、
新
聞
等
で
よ

く
報
道
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
や
は

り
そ
う
い
う
点
も
含
め
て
、
最
新
の
教
育

環
境
、
危
機
管
理
、
安
全
対
策
を
、
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
三
浦
寛
本
議
員

議
員　
水
道
管
敷
設
工
事
の
今
後
の
実

施
計
画
等
に
つい
て

通
告
に
よ
り
村
長
に
質
問
い
た
し
ま

す
。根

羽
村
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の一つ
で
あ
る

上
水
道
で
す
が
、
昭
和
51
年
か
ら
60
年

に
整
備
さ
れ
て
か
ら
、
40
年
以
上
に
な

り
ま
す
。
厚
労
省
㏋
で
調
べ
ま
し
た
法

定
耐
用
年
数
で
は
管
路
は
40
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
老
朽
化
に
伴
い
、
管
の

さ
び
等
に
よ
る
健
康
被
害
、
巨
大
地
震

等
に
よ
る
大
規
模
な
水
道
管
破
裂
な
ど

懸
念
材
料
は
山
積
し
て
い
る
。
村
で
は
水

道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
固
定
資
産
台
帳
等
の
整
備
を

さ
れ
、
管
路
延
長
、
水
道
管
の
使
用
材

料
、
経
過
年
数
等
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
耐
用
年
数
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
水
道
管
、
並
び
に

巨
大
地
震
等
に
対
応
で
き
る
、
耐
震
化

の
水
道
管
へ
の
布
施
替
え
を
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
く
の
か
、
実
施
す
る
と
な
っ

て
も
巨
額
な
予
算
が
必
要
に
な
り
、
設

計
な
ど
も
含
め
完
全
に
終
了
す
る
ま
で

に
か
な
り
の
年
数
が
か
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
村
長
は
4
期
目
の
こ
の
任
期
中

に
工
事
の
実
施
等
あ
る
程
度
の
道
筋
を
つ

け
る
つ
も
り
で
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
ど
の
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
、
財
源
確
保
の
た
め
の
有
利
な
補
助

事
業
等
調
査
研
究
を
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
村
民
に
対
し
て
納
得
で
き
る
今
後
の

考
え
を
ど
の
様
に
周
知
し
て
い
く
の
か
こ

の
3
点
に
つい
て
お
聞
き
し
た
い
。

村
長　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
当
村
の
水
道

に
つ
い
て
は
、
根
羽
村
の
簡
易
水
道
、
小

戸
名
簡
易
水
道
、 

桧
原
の
飲
料
水
の
供

給
施
設
、
浅
間
の
簡
易
給
水
施
設
4
カ

所
を
、
平
成
29
年
に
根
羽
村
簡
易
水
道

事
業
の
創
設
、
統
合
の
創
設
と
い
う
形
で

認
可
申
請
を
行
って
、
1
本
で
完
了
を
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

各
施
設
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
が
、
先
ほ
ど
お
話
あ
っ
た

よ
う
に
、
建
設
年
度
は
昭
和
54
年
以
降

と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。 

こ
れ
ら
施
設
の
う
ち
、
着
水
井
や
沈
砂

池
、
ろ
過
地
や
排
水
地
等
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
は
法
定
耐
用
年
数
が
60
年
で

あ
り
、
耐
用
年
数
は
超
え
た
も
の
は
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。 

ポ
ン
プ
施
設
等
の

電
気
設
備
に
つ
い
て
は
、
法
定
耐
用
年
数

が
15
年
か
ら
20
年
と
短
く
、
そ
の
都
度

必
要
の
更
新
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
ま

だ
末
更
新
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
管
路
施
設
の
延
長
に
つ
い

て
は
、
村
全
体
で
約
35
㎞
、
う
ち
ダ
グ
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
が
12
㎞
で
約
34
％
。
硬
質

の
塩
化
ビ
ニ
ル
管
が
22
㎞
で
63
％
、
そ
の

他
が
約
1
㎞
と
な
って
い
る
。 

水
道
施
設

に
は
、
施
設
ご
と
に
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃっ

た
よ
う
に
、
法
廷
の
耐
用
年
数
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
定
の
耐
用
年
数
で
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の
更
新
に
つ
い
て
は
経
営
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
に
総
務
省

が
公
営
企
業
の
経
営
戦
略
の
策
定
に
関

す
る
研
究
会
の
こ
の
報
告
で
、
法
定
耐

用
年
数
と
目
標
耐
用
年
数
、
こ
の
解
離

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
建
屋
に
つ
い
て

は
、
目
標
耐
用
年
数
は
法
定
耐
用
年
数

と
同
じ
50
年
、
構
造
物
に
つ
い
て
は
、 

法

廷
の
耐
用
年
数
60
年
が
目
標
耐
用
年
数

75
年
、
管
路
に
つ
い
て
は
、
種
別
に
関
係

な
く
法
定
耐
用
年
数
が
40
年
と
な
って
る

の
が
、
目
標
耐
用
年
数
が
、
こ
れ
は
種

別
に
よ
っ
て
様
々
違
う
よ
う
で
あ
る
が
、

40
年
か
ら
80
年
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
村
内
の
管
路
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど

言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
ダ
グ
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
は
目
標
耐
用
年
数
が
60
年
と
な
っ
て

お
り
、
耐
用
年
数
の
期
間
内
で
あ
る
が
、

硬
質
の
塩
化
ビ
ニ
ル
管
は
目
標
耐
用
年

数
も
40
年
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
54
年

も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
40
年
を
経
過
し
た

状
態
に
あ
る
。
村
で
は
、
平
成
29
年
に
、

水
道
の
全
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
検
討
す

る
こ
と
で
、
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め

に
、 

老
朽
化
施
設
の
更
新
や
、
耐
震
化

な
ど
、
施
設
の
強
靭
化
を
含
め
て
、 

水
道

事
業
の
経
営
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
簡
易
水
道
事
業
適
正
化

計
画
の
策
定
を
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
の

中
で
は
、
緊
急
性
の
あ
る
重
要
度
の
高
い

事
業
計
画
を
令
和
2
年
度
ま
で
に
、
短

期
計
画
と
し
て
、
令
和
3
年
度
か
ら
7

年
度
ま
で
を
中
期
計
画
と
し
て
、 

令
和

8
年
か
ら
令
和
22
年
ま
で
の
15
年
間
を

長
期
計
画
と
し
て
施
設
整
備
の
計
画
の

概
要
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
長
期

計
画
だ
が
、
今
あ
る
施
設
を
全
部
回
収

し
た
と
見
積
も
っ
た
こ
の
計
画
の
中
で
は
、

全
体
で
27
億
8
0
0
0
万
円
の
事
業

費
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
し
て
、
管
路

を
全
て
回
収
し
た
場
合
の
費
用
が
、
約

16
億
4
0
0
0
万
円
余
と
、
そ
う
い
っ

た
大
き
な
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
事

業
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
耐
用
年
数
が

経
過
し
て
い
る
、
硬
質
の
塩
化
ビ
ニ
ル
管

の
全
体
の
63
％
で
あ
り
、こ
の
更
新
が
近
々

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
よ
っ
て
、
こ
の
更

新
年
数
、
実
使
用
年
数
と
し
て
設
定
を

さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
根
羽
村
で
は
ま
だ
、
実
使
用
年
数

の
設
定
と
い
う
の
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ

う
いっ
た
部
分
も
含
め
て
、
ま
ず
は
、
こ

の
方
針
と
い
う
も
の
が
近
々
の
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
早
期
の
工
事
着
手

と
い
う
の
は
理
想
で
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
管
路
配
置
、
適
正
な
管

路
配
置
を
含
め
て
、
早
い
時
期
に
こ
の
管

路
の
詳
細
に
つ
い
て
、
調
査
に
入
っ
て
計

画
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
。

ま
た
、
事
業
に
は
多
額
の
経
費
が
見
込

ま
れ
、
国
の
今
あ
る
制
度
の
中
で
は
、
国

の
水
道
施
設
整
備
費
の
中
で
、
基
幹
改

良
事
業
で
実
施
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

が
、そ
の
場
合
は
補
助
率
が
3
分
の
1
で
、

そ
の
補
助
残
を
、
簡
易
水
道
債
と
過
疎

債
で
充
当
し
、
事
業
が
組
み
立
て
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
国
土
交
通
省
へ
移
管
さ
れ
、
そ
の
中

で
ま
た
新
し
い
水
道
管
の
整
備 

と
言
い

ま
す
か
、
補
助
事
業
も
検
討
さ
れ
る
や

も
話
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
う
いっ
た
情

報
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
が
ら
、
更
新

に
つ
い
て
の
計
画
を
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
来
年

す
ぐ
実
施
す
る
と
か
い
う
の
は
非
常
に
難

し
い
が
、
早
急
に
、
こ
の
老
朽
化
す
る
管

路
に
つ
い
て
の
方
針
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
て
、
計
画
的
に
管
理
の

方
針
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
員　
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
早
急
に
や

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
質
問

の
中
の
3
点
目
、
今
現
在
村
民
の
中
で

は
、
不
安
感
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
が
た

く
さ
ん
、
多
々
お
る
と
思
い
ま
す
。 

そ

の
方
々
が
納
得
で
き
る
、
今
後
の
考
え
を

ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
す
る
か
と
い
う

点
の
、
ご
質
問
の
回
答
が
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
お
聞
き
し
た
い
の
と
、
あ
と
、
こ

の
村
長
の
4
期
目
の
こ
の
任
期
中
に
、 

早

急
と
い
う
中
の
4
期
中
に
、
あ
る
程
度
の

道
筋
を
つ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞

き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長　
村
民
の
皆
さ
ん
が
不
安
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
承
知
を
し
て
い

る
が
、
村
と
し
て
は
、
ま
ず
は
漏
水
箇

所
を
、
早
急
に
あ
っ
た
場
合
を
発
見
し
、

修
繕
を
し
て
い
く
。
そ
う
い
っ
た
形
で
、

テ
レ
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
り
と
、
情
報
を

使
い
な
が
ら
老
朽
箇
所
の
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
確
実
と

は
言
え
な
い
が
、
40
年
、
現
在
、
若
干

過
ぎ
て
い
る
が
、
40
年
過
ぎ
た
か
ら
全
て

が
ダ
メ
だ
と
い
う
理
解
は
し
て
い
な
い
が
、

ま
だ
安
全
性
は
あ
る
ん
だ
け
ど
も
、
た
だ

危
険
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
村

で
は
適
切
な
水
道
管
理
を
努
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
を 

村
民
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り

と
お
伝
え
し
な
が
ら
、
更
新
計
画
に
つ
い

て
も
、
私
の
任
期
は
あ
と
4
年
あ
る
が
、

そ
の
中
で
方
向
性
は
示
し
、
事
業
実
施

ま
で
い
け
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
こ
こ
で
は

確
約
で
き
な
い
が
、 

管
路
の
更
新
に
つ
い

て
は
必
要
性
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
る
の

で
、
方
向
性
は
示
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

議
員　
任
期
中
に
あ
る
程
度
の
道
筋
を

つ
け
る
と
い
う
、
お
っ
し
ゃ
る
の
は
理
解
で

き
ま
し
た
。
再
三
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
広
報
ね
ば

で
や
る
だ
と
か
、
地
区
懇
談
会
で
示
す
の

か
、
ど
う
いっ
た
方
法
で
今
の
不
安
払
拭

を
す
る
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

村
長　
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
広

報
無
線
を
使
っ
た
り
、「
広
報
ね
ば
」
を

使
っ
た
り
、 
ま
た
何
か
の
会
議
を
使
っ
た

り
、
地
区
懇
談
会
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
ま
た
区
長
会
を
通
じ
た
り
、
様
々

な
機
会
で
、
水
道
に
対
す
る
関
心
は
し
っ

か
り
と
皆
さ
ん
に
、
P
R
と
言
い
ま
す

か
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
員　
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
水
道
事
業
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
へ
の

十
分
な
情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
員　
予
防
医
療
に
伴
う
予
防
接
種
の

負
担
金
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
に
つ

い
て根

羽
村
で
は
高
齢
化
率
が
非
常
に
高
い

の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
お
年
寄
り
の
方
々
が
元
気
で
お
ら
れ

る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
積
極
的
に
予
防
医
療
に
各
個
人
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
現
在
根
羽
村
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
各
種
予
防
接
種
等
に

個
人
負
担
金
徴
収
し
て
い
る
。
ま
た
75

歳
以
上
の
方
々
に
は
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金

が
交
付
さ
れ
て
な
い
。
感
染
予
防
に
関

心
を
持
ち
、
過
去
の
デ
ー
タ
等
と
比
べ
自

分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
に
対
処

す
る
村
民
の
方
々
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま

す
。
も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
病

気
に
、
働
く
世
代
の
方
々
が
感
染
し
て
し

ま
う
と
、
そ
の
家
庭
の
収
入
減
が
無
く

な
って
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
居
す
る
年
寄
り
の
方
が
感
染
・
病
気

に
な
れ
ば
、
そ
の
看
護
の
た
め
に
働
く
世

代
の
方
々
が
見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
介
護
の
関
係
も
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
、
負
の
連
鎖
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、
予
防
医
療
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

予
防
医
療
に
は
「
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
」

「
病
気
を
初
期
段
階
で
見
つ
け
て
、
対

処
す
る
」「
か
か
って
し
ま
っ
た
病
気
の
進

行
を
く
い
止
め
、
回
復
を
目
指
す
」
大

き
く
分
け
て
以
上
の
3
つ
に
分
類
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
予
防
医
療

の
分
類
の
中
の
「
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
」

と
い
う
観
点
で
、
予
防
接
種
等
の
個
人

負
担
を
撤
廃
し
、
個
人
負
担
の
軽
減
を

図
る
事
。
ま
た
、「
病
気
を
初
期
段
階

で
見
つ
け
て
対
処
す
る
。」
と
い
う
観
点

で
人
間
ド
ッ
ク
と
過
去
の
デ
ー
タ
等
を
比

べ
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気

に
対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
75
歳
以
上

の
方
々
に
も
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
で
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
の
実
現
」
と
い
う
村
長
の
掲
げ
る
公
約

の
中
の
、
健
康
の
安
心
村
民
に
提
供
す

る
事
を
検
討
し
、
実
施
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

村
長　
村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
過
ご
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
検
診
事

業
や
予
防
事
業
、
そ
し
て
感
染
症
の
予

防
事
業
、 
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
家

庭
訪
問
、
母
子
の
保
健
事
業
、
国
保
の
ヘ

ル
ア
ッ
プ
事
業
、
高
齢
者
一
体
的
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま

た
、
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
B
C
G

や
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
や
、
日

本
脳
炎
等
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
18
歳
以
下
は
、
こ
れ
は
無
料
で
実

施
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
は
、
実
績
で
あ
る
が
、
昨

年
度
、
実
施
者
が
、
18
歳
未
満
が
64
人
、

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
1
0
0
人
、
65

歳
以
上
が
3
1
1
人
の
方
が
接
種
を
さ

れ
て
い
る
。
接
種
に
つ
い
て
は
、
高
校
生

以
下
は
無
料
、
19
歳
か
ら
64
歳
未
満
が

2
，0
0
0
円
、
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
新

た
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、64
歳
以
上
が
、

1
，0
0
0
円
の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
方
が

対
象
と
な
り
、
こ
れ
は
1
人
1
回
に
限
ら

れ
て
い
て
、
1
，0
0
0
円
の
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
予

防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知
の
よ

う
に
、
今
年
度
ま
で
は
全
額
の
補
助
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
に
つい
て
は

個
人
負
担
が
発
生
す
る
形
に
な
る
と
思

う
。
ま
た
、
検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
肺

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
無
料
で
実
施
。
子

宮
が
ん
検
診
等
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

対
象
年
齢
に
よ
っ
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
発

行
さ
れ
る
方
は
無
料
で
、
後
期
高
齢
者

の
方
を
対
象
と
し
た
総
合
検
診
は
、
無

料
と
な
って
い
る
。
そ
れ
以
外
の
検
診
に
つ

い
て
は一
部
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
に
つ
い
て
は
、 

国

保
で
は
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
が
対
象
で
補
助
金
は 

、
村
の
方
で

は
、
検
診
料
金
が
3
割
以
内
で
、
人
間

ド
ッ
ク
の
み
の
上
限
は
1
万
3
，0
0
0

円
、
脳
ド
ッ
ク
の
方
が
9
，0
0
0
円
、

両
方
セ
ッ
ト
の
場
合
は
2
万
円
と
な
って
い

る
。
通
常
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た

場
合
の
個
人
負
担
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
だ
と
思
う
が
、
1
人
当
た

り
3
万
か
ら
4
万
円
の
負
担
が
必
要
と

な
って
く
る
と
思
う
。
ま
た
、
75
歳
以
上

の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
で
は
、
75
歳
以
上
の
方
に
必
要



9 広報ねば2023. ９

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
健

全
化
判
断
比
率
の
公
表
を
し
ま
す
。

　

各
数
値
と
も
、
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
経
費
の
節

減
や
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

　

各
数
値
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
と
村
営
バ
ス
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
を

表
し
た
も
の

②
連
結
赤
字
比
率

全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
実

質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
を
表
し
た
も
の

③
実
質
公
債
比
率

全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
元

利
償
還
金
等
や
一
部
事
務
組
合

負
担
金
の
う
ち
、
地
方
債
の
償

還
に
充
て
た
と
認
め
ら
れ
る
者

等
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
を
表
し
た
も
の

④
将
来
負
担
比
率

全
て
の
会
計
と
一
部
事
務
組
合

や
三
セ
ク
等
を
含
め
た
将
来
的

に
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
を
表
し
た
も
の

指　標　名
根羽村の数値

早期健全化基準 財政再生基準令和２年度
決算

令和３年度
決算

令和 4年度
決算

実質赤字比率（％） ― ― ― 15.0 20.0

連結実質赤字比率（％） ― ― ― 20.0 30.0

実質公債比率（％） 7.3 7.1 5.8 25.0 35.0

将来負担比率（％） ― ― ― 350.0
※実質公債比率以外はマイナスのため該当なし

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
比
率
の
公
表

Information お知らせ

人

　

　事

補

正

予

算

報

告

事

項

村

道

認

定

◆
村
道
中

−

25
号
線
大
畑
地
籍
部
分
を

公
衆
用
道
路
と
し
て
管
理
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
し
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

村
営
住
宅
建
設
工
事
増
工
分
等
に
よ

り
、
８
６
，６
０
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
７
億
４
３
，４
６
７
千
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

新
井
地
区
水
管
橋
移
設
工
事
増
工
分

と
し
て
、
３
，９
４
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
５
４
，２
３
９
千
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
負
担
金
等
に
よ

り
、
１
７
，６
５
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
億
５
６
，２
５
８
千
円
余
と
な

り
ま
し
た
。

決 
 

　算

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
財
政
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
付
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

石
原
八
重
子
氏
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
が
さ
れ
ま
し
た
。

な
受
診
は
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と

し
た
健
康
診
断
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
検
診
、
検
査
に
対
す
る
補
助

は
あ
り
ま
す
が
、
人
間
ド
ッ
ク
に
対
し
て

の
補
助
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
村
で

は
、
後
期
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た

検
診
は
、
先
ほ
ど
お
説
明
申
し
上
げ
た

よ
う
に
、
自
己
負
担
な
し
で
総
合
検
診

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お
る
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
に
対
し
て
の
補
助
が
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
と
は
言
え
な
い

が
、
必
要
な
検
診
に
つ
い
て
は
総
合
検
診

で
相
当
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
自
己
負
担
の
か
か
ら
な
い
総
合

検
診
を
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
、
健

康
管
理
に
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
今

ま
で
も
地
区
懇
談
会
等
で
、
説
明
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
た
め
に

も
、
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
自
己
負
担
を
撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
、
自
己
負
担
な
い
に
は
こ
う

し
た
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
全
て

無
償
と
い
う
の
は
、
財
源
等
の
問
題
で
あ

り
ま
し
て
、
今
後
、
色
々
な
方
法
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
る
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
予
防
接
種
等
の
予
防
事
業
に
つ
い

て
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
と
い
っ
た

こ
と
か
ら
も
、 

予
防
接
種
の
選
択
肢
の
幅

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
も

考
え
て
い
る
。
今
あ
る
予
防
接
種
の
補

助
に
加
え
て
、
新
た
な
予
防
接
種
に
つ
い

て
も
今
後
の
導
入
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
引
き
続
き
村
民
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
様
々
な
検
討
、
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
って
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
員　
村
の
取
り
組
み
、
大
変
ご
苦
労

か
と
思
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
村
長
が
申
し

上
げ
た
昨
年
の
実
績
で
、
18
歳
未
満
が

64
人
、
18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
1
0
0

人
、
65
歳
以
上
が
3
1
1
人
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
、
1
0
0

名
と
考
え
て
も
20
万
円
で
す
か
。
後
、

3
0
0
人
の
老
人
の
方
々
を
1
，0
0
0

円
で
や
っ
て
も
30
万
。
こ
の
金
額
が
高
い

の
か
安
い
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
予

算
化
で
き
て
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
根
羽
村
と
い
う
よ
う
な
P
R
も
兼
ね

て
こ
う
いっ
た
所
で
予
防
医
療
を
頑
張
って

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
健
康
に
つ
い
て
は
村
民
が
非
常
に
関

心
を
持
って
い
る
こ
と
で
す
の
で
、
早
急
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
村
民
へ
の
十
分
な

情
報
提
供
の
方
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
以
上
で
、
質
問
終
わ
り
ま
す
。

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
下
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
令
和
４
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

一
般
会
計
並
び
に
六
特
別
会
計
の
決

算
審
査
が
行
わ
れ
、
全
七
会
計
に
つ
い

て
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

バ
ス
修
繕
経
費
と
し
て
、
１
，

５
４
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
０
，

０
４
５
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
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村民インタビューについて村民インタビューについて
　令和３年度から行ってまいりました村民インタビューにつきまして、新型コロナウイルス感染症の影響

もあるなか、全世帯の 84.4％となる 346 世帯 498 名の皆様からお話を伺うことができました。多くの皆様

にご協力いただき誠にありがとうございました。このインタビューでお聞きした多くのお声、ご意見を分析、

検討した結果、６つのキーワードとして左図にまとめました。この結果については、下記のとおり検討を

重ねた上で、今後村で策定するネバーギブアップ宣言 2.0、根羽村総合計画に反映させていただきたいと思

います。

　皆様のご意見を分析して、これまでのご報告として、その説明動画をケーブルテレビ及びＹｏｕＴｕｂ

ｅにて 10 月から公開しますので、ご覧ください。

　なお、ＹｏｕＴｕｂｅのＵＲＬについては、10 月以降、村のホームページでご確認ください。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

今後の日程
　インタビュー結果等について、皆様との話し合いの場を作りたいと考えております。
下記の日程で行うことを予定しております。

　10 月８日（日）やまあいフェスティバル
　　※　インタビューの結果を１枚のポスターにしました。

　　　　皆様のご意見、ご感想を用紙にご記入のうえ、お聞かせください。

　　　　（展示スペースにて）

　　　　インタビューに関すること、これからの村のこと、なんでも結構です。

　20 年後の根羽村について考える会
　10 月 30 日（月）19：00 ～　しゃくなげ　やまあいホール
　11 月７日（火）19：00 ～　しゃくなげ　やまあいホール
　　※　インタビューの結果について少人数のグループに分けて話し合いたいと考えております。

　　　　皆様、お誘い合ってご参加ください。ご参加いただける方は、役場までご連絡ください。

根羽村役場　村民インタビューチーム

担当：鈴木、片桐（匡）、石森、永田

TEL：49-2111　FAX：49-2277
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村
で
は
平
成
23
年
か
ら
、
区
・
洞
・
各
種

団
体
等
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
取
り
組
む

地
域
づ
く
り
事
業
の
支
援
を
目
的
と
し
た
、

『
地
域
づ
く
り
支
援
金
』
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
２
団
体
の
事
業
を
採
択

し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
の
ひ
と
つ
、「
平
地
区
お
滝
周
辺

整
備
」
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

平
地
区
に
は
『
お
滝
』
と
呼
ば
れ
る
滝
が

あ
り
、
古
く
か
ら
平
地
区
の
皆
さ
ん
が
整
備

地
域
づ
く
り
支
援
金
事
業
紹
介

平
地
区
お
滝
周
辺
整
備

７
月
29
日
で
満
88
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
、

石
原
忠
正
氏
に
、瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
が
授
与
さ
れ
、

９
月
14
日
に
伝
達
式
が
や
ま
あ
い
ホ
ー
ル
行

わ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
29
年
に
根
羽
村
に
奉
職
し
て

以
来
、
平
成
７
年
６
月
ま
で
の
41
年
３
ヶ
月

間
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ

て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
、
昭
和
62
年

か
ら
平
成
３
年
ま
で
の
４
年
間
は
根
羽
村
収

入
役
を
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
の

４
年
間
は
根
羽
村
助
役
を
歴
任
し
、
根
羽
村

の
行
財
政
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。。
ま
た
、
昭
和
31
年
１
月
か
ら

昭
和
57
年
２
月
ま
で
の
26
年
２
ヶ
月
に
亘

り
、
根
羽
村
消
防
団
に
在
籍
し
、
そ
の
間
、

昭
和
50
年
１
月
か
ら
昭
和
52
年
12
月
ま
で
の

３
年
間
は
、
消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
昭
和

53
年
１
月
か
ら
昭
和
57
年
２
月
ま
で
の
４
年

石
原
忠
正
氏
（
下
町
）

瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
を
授
与
さ
れ
る

２
ヶ
月
間
は
消
防
団
団
長
と
し
て
、
地
域
の

安
全
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

日
本
国
天
皇
よ
り
「
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

寶
雙
光
章
」
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
５
年
９
月
16
日
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
に
お
い
て
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
、
喜
寿
８
名
、
米
寿
３
名
、
記
念
写
真

贈
呈
（
91
歳
）
４
名
の
方
が
ご
出
席
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

喜
寿
の
方
へ
は
、
お
祝
い
金
、
米
寿
の
方

へ
は
お
祝
い
状
、
91
歳
の
方
へ
は
記
念
写
真

の
贈
呈
を
村
長
よ
り
お
こ
な
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
身
体
ご
自
愛
い

た
だ
き
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

敬

　老

　会

し
大
切
に
守
っ
て
き
ま
し
た
。

お
滝
へ
の
進
入
路
の
整
備
、
モ
ミ
ジ
・
ハ

ナ
モ
モ
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、
月
瀬
の
大
杉

と
併
せ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
、
親
し

み
あ
る
里
山
を
目
指
し
て
整
備
を
行
い
ま
し

た
。皆

さ
ん
も
、
一
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

お
滝
へ
は
、
月
瀬
大
橋
か
ら
月
瀬
の
大
杉

に
向
か
う
道
中
に
入
口
が
あ
り
ま
す
。
農
繁

期
は
獣
害
防
除
柵
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
開
け
た
ら
閉
め
る
な
ど
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
土
地
の
境
界
、
不
動
産

の
表
示
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

土
地
の
境
界
、
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る

登
記
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
専
門
家

で
あ
る
土
地
家
屋
調
査
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
令
和
５
年
11
月
18
日

　
　
　
　
【
土
曜
日
】
13
時
半
～
16
時
半

会　
場　
飯
田
市
本
町
一
丁
目

　
　
　
　

橋
南
公
民
館
（
旧
り
ん
ご
庁
舎
）

　
　
　
　

☎
０
２
６
５

−

２
４

−

０
３
２
７

相
談
時
間　
１
件　

30
分
以
内

申
込
方
法　
電
話
に
よ
る
事
前
申
込
み

　
　
　
　
　
（
締
切
：
11
月
15
日
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
　
　
　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　

☎
０
２
６

−

２
３
２

−

４
５
６
６

　
　
　
　

受
付
時
間　

９
時
～
17
時

（
平
日
：
正
午
～
１
時
及
び
土
日

祝
日
を
除
く
）

Informationお知らせ
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令
和
５
年
９
月
９
日
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
12
名
の
皆
さ
ん
が
根
羽
学
園
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
朝
８
時
半
頃
か
ら
作
業
を
始
め

て
、
中
庭
周
辺
の
草
刈
り
、
体
育
館
の
清
掃

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

天
気
が
良
く
、
暑
い
中
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
作
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

地域おこし協力隊の紹介

こんにちは・根羽村地域おこし協力隊の三
み よ し さ と し

好諭史です。
根羽村観光協会の事務局として、2 回目の夏を迎えました。
現在、根羽村観光協会としてグリーンハウス森沢を管理させて

頂いております。
昨年の夏は、私の宣伝不足や、コロナ第 5 波によるキャンセル

が続くなど、グリーンハウス森沢を十分に生かすことが出来ませ
んでした。

今年の夏は、根羽村観光協会会員の皆様、根羽村役場の皆様、
根羽村森林組合の皆様、ねばのもりの皆様など、皆様のご紹介やご協力のお陰で、昨年度と比較して数倍の
お客様にご利用頂けました。

県外からのスポーツ合宿利用も多く、ご利用頂いた皆様一様に、根羽村の素晴らしさを語られていて、私
も誇らしい気持ちになりました。本当に暑く、また忙しい夏になりましたが、あったという間に過ぎた充実
した夏でした。大勢の人で賑わうグリーンハウス森沢もどこか嬉しそうだったように思います。

この素晴らしい根羽村を、これからも観光協会として広くアピールしていきたいと思っております。これ
からもご支援のほど、よろしくお願い致します。

三　好　諭　史

こんにちは、根羽村地域おこし協力隊の鈴木楓です！

9 月で根羽村に来てちょうど 1 年が経ちました！

そのため、今回は私が１年間根羽村で暮らして感じたことを皆さんに伝えたいと思います。

まずは、「ありがとうございます！」と元気よく伝えたいです。やまあいの地域で暮らすこと自体が初めて

だった中で、日々楽しく過ごすことができているのは、根羽村のみなさんのおかげだと思っています。

特に私は子どもたちからはたくさんエネルギーをもらっており、川遊びのやり方や森での遊び方を教わり

ました。私の車がどんな車か子どもたちはわかっているので「こ

の前、飯田で先生を見かけたよ」と言われたこともあります（笑）

私個人を気にして見てもらっているという感覚は、以前住んで

いた街では感じられませんでしたが、そこが根羽村のあたたかさ

なんだなぁと感じました。

文字数の関係もあり、ここで全ては伝えられませんが本当に楽

しく過ごさせてもらっています！

鈴　木　　楓

Information お知らせ

夏休みに子どもたちと川で遊びました！
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　ジェネリック医薬品は、先に研究開発された
薬＝新薬（先発医薬品）と同じ主成分で製造さ
れており、効き目も同じです。新薬よりも開発
の費用が低く抑えられるため、新薬よりも３～
５割程度安いことが多く、長期に渡る服薬が必
要な方や複数の薬を飲み続けなければならない
方への経済的な負担が軽減されます。

　病気やケガで医療機関を受診したとき、ジェネリック医薬品を利用すると、薬代の節約となるだけでなく、医療
費全体の増加を抑えることができます。ジェネリック医薬品のことを正しく知って、積極的に利用しよう。

効き目は一緒で価格が安い

ジェネリック医薬品を利用しよう

これまで使用していた薬をいきなりジェネリッ
ク医薬品に変えることに不安がある場合は、試し
に私用してみることもできますので、医療機関や
薬局に相談ください。
※ジェネリック医薬品には、飲みやすくするため
に苦みを抑えたり、形状を小さくするなど新薬
よりも飲みやすく工夫されたものもあります。

おためし期間や工夫

　ジェネリック医薬品は、新薬と同様に国の厳
しい審査基準を満たしています。また、品質再
評価（第三者が新薬とジェネリック医薬品の品
質を評価できる制度）による品質の確認も進ん
でいます。

安全基準を満たした安心な薬 !!
　すべての医薬品にジェネリック医薬品が存在す
るわけではありません。
　また、医師の治療方針や体質などによっては、
ジェネリック医薬品をしようできないこともあり
ます。

使用できない場合もあります

☆変更の仕方：医療機関や薬局に相談しましょう☆
　まずは医療機関の窓口で、｢ジェネリック医薬品希望｣の意思を伝えましょう。処方せんの変更不可欄に「×」や「V」
の記載や医師の署名がなければジェネリック医薬品に変更可能です。服用方法などについては、薬剤師から説明を
受けることができます。相談時には、お薬手帳を活用して、お薬手帳は一冊にまとめておきましょう。

※ジェネリック医薬品のくわしい情報は
　右記ホームページをご覧ください。 検索かんじゃさんの薬箱

http://www.generic.gr.jp/

　就職・転職・引越をしても保険証の登録をして
おけば、健康保険証としてずっと使えます。
【注意】医療保険者（市町村）への加入等の届出は
引き続き必要です。

　マイナンバーカードを健康保険証として利用するための申し込みについては、役場で補助をしていますのでお気
軽にご相談ください。
　また、2024（令和６）年秋以降は新規の保険証の発行を取りやめ、マイナンバーカードと健康保険証を一体化
する検討がされています。

マイナンバーカードに健康保険証情報を登録しておくとできること！

マイナンバーカードが保険証として利用できるようになりました。

マイナポータルで自身の特定健診情報や薬剤
情報・医療費情報を見ることができます。
マイナポータルを通じた医療費情報の自動入

力で、確定申告の医療費控除が簡単にできます。

　同意をすれば、初めての医療機関等でも、今まで
に使った正確な薬の情報が医師等と共有できます。

　限度額適用認定証がなくても高額療養費制度
における限度額以上の支払いが免除されます。

Informationお知らせ

【注意】既に、ポイント申請の際に保険証の登録をしている方は、マイナンバー
カードに保険証情報は入っています。アプリ等を使用してご自分でも携帯電話
等で確認できます。
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　柔道整復師・鍼灸師（接骨院・整骨院など）の施術に国保や健康保険が使えるのは、一定の条件を満たす場合に
限られていますので、ご注意ください。
　正しい利用を心がけて、大切な医療費を無駄づかいしないようにしよう。

◆注意◆
◇医療機関との重複受診はできません。
　　同一の負傷について、同時期に柔道整復師又は鍼灸師等と医師に重複してかかることはできません。ただ
し、負傷の状態を確認するために定期的に医師の検査を受けることはできます。マッサージは施術が長期に
わたる場合、定期的に医師の診断と同意が必要です。
◇「療養費支給申請書」の内容を確認しましょう。
　　国保を扱っている柔道整復師の施術を受ける場合、窓口で保険証を提示し、一部負担金を支払うとともに、
「療養費支給申請書」への署名が必要です。施術内容に誤りがないかをきちんと確認してから署名するよう
にしましょう。
◇施術内容を照会させていただくことがあります。
　　国保や健康保険で柔道整復師にかかった方に、負傷原因や施術内容などについて照会させていただく場合
があります。これは、医療費適正化の一環として、請求内容に誤りがないかを確認するために行いますので、
ご協力をお願いいたします。

　接骨院や整骨院などで施術を行うのが柔道整復
師です。
　「治療」に当たるものですが、エックス線検査や
外科的手術、薬剤投与などの医療行為を施すこ
とはできません。

―POINT―

　柔道整復師・鍼灸師等による施術費用はいった
ん全額負担し、あとから申請して一部負担金以外
の費用を払い戻してもらうこと（療養費払い）が
原則です。ただし、地方厚生局と協定（受領委任）
を結んでいる施設であれば、窓口で一部負担金を
支払うことで施術が受けられます。

同意書用紙を提出してください
　保険を取り扱っている接骨院・整骨院・鍼灸院
には、医師の同意書用紙が用意してあります。こ
の同意書を普段かかっているお医者さんに必要事
項を記入してもらい鍼灸院等に提出してください。

必ず領収書を受け取りましょう
　柔道整復師等には、領収書の発行が義務づけら
れています。

マッサージは症状に対する施術
　マッサージは傷病名ではなく、症状に対する施
術になります。

柔道整復師
○ 保険が使える場合
　仕事中や通勤時以外の急性または亜急性（急性に
準ずる）の外傷性傷病の場合は保険が使用できます。
　◇打撲　　　　　　◇ねんざ
　◇挫傷（肉離れ等）
　◇骨折・脱臼の応急手当て
　　※骨折・脱臼は緊急時以外では医師の同意が必要
× 保険が使えない場合
　◆日常生活の中の疲れや肩こり
　◆スポーツなどによる肉体疲労
　◆神経痛（リウマチ・慢性関節炎など）
　◆加齢による腰痛や五十肩の痛み
　◆脳疾患後の後遺症などの慢性病
　◆仕事中や通勤途上の負傷　　など
　　※全額自己負担となります。

鍼灸師等の施術を保険で
○ 受けられる疾患
　◇神経痛　　　　◇リウマチ　　
　◇頸

けいわん
腕症候群　　◇五十肩

　◇腰痛症　　　　◇頸
けいつい
椎ねんざ後遺症

マッサージの施術を保険で
○ 受けられる症状
　◇筋麻痺…筋肉が麻痺して自由に動けないような症状
　◇関節拘

こうしゅく
縮…関節が硬くて動きが悪い症状

柔道整復師・鍼灸師等にかかるときの注意!!! 正しく施術を
受けましょう

Information お知らせ
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第１号被保険者保険料所得段階（65歳以上のかた）
※ 40歳～ 64歳のかたは、健康保険（国民健康保険又は会社の健康保険）とあわせて徴収されています。

　毎年４月～６月までは前年度の所得によって計算された保険料を仮徴収しています。６月中に当年度の所得（確
定申告の情報による）が確定した段階で再度計算され、７月～翌年３月までの保険料が確定となり、徴収いたします。
　令和５年度は、第９期介護保険計画の策定時期となっているため、令和６年度からは上記の金額から変更となる
予定です。

年金からの天引きの場合（特別徴収）
　・・・年額 18万円以上の年金を受給されているかたが対象です。年６回、年金支給日に合わせて天引きされま
　　　　す。ただし、一時的に普通徴収となる場合があります。その場合は、現金での納付または口座振替となり

ます。口座振替をご希望のかたは、金融機関へ依頼書の提出が必要となりますので、役場までご相談くだ
さい。

現金納付・口座振替の場合（普通徴収）
　・・・年度途中で、65歳になった、根羽村に転入した、年金の受給が始まった　等の理由で、介護保険料の普

通徴収が開始となります。

　その他、ご不明な点は根羽村役場住民課（49-2111）までお問い合わせください。

介護保険料に関するお知らせ

■お問い合わせ
　県庁　医療政策課
　TEL：026-235-7131

長野県救急安心センター（＃７1１９）開設に伴うお知らせ

納　付　方　法

所得段階 標準割合 保険料年額 備　　　考
第１段階 基準額× 30.0% 19,800 円 根羽村介護保険条例及

び、介護保険法施行令
によって所得段階・保
険料年額が決定されて
います。
（第1～3段階（低所得者）
のかたは減額賦課の該当
です）

第２段階 基準額× 75.0% 49,500 円
第３段階 基準額× 75.0% 49,500 円
第４段階 基準額× 90.0% 59,400 円
第５段階 基準額 66,000 円
第６段階 基準額× 120% 79,200 円
第 7段階 基準額× 130% 85,800 円
第 8段階 基準額× 150% 99,000 円
第 9段階 基準額× 170% 112,200 円

※　R3.4 ～保険料改定（R5年度まで）第８期介護保険計画に基づく保険料
　　R6年度からは第９期計画に基づく保険料となります。

Informationお知らせ
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横
旗
自
治
会
が
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路
愛
護

表
彰
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達
式
に
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た

８
月
31
日
に
や
ま
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
横

旗
自
治
会
の
道
路
愛
護
表
彰
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

横
旗
自
治
会
は
平
成
５
年
か
ら
、
国
道

一
五
三
号
根
羽
村
地
内
の
歩
道
や
法
面
の
除

草
・
清
掃
等
を
広
範
囲
に
わ
た
り
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
環
境
維
持
や
道
路
美
化
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
国
土
交

通
省
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

横
旗
自
治
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
過
去
に

二
度
授
賞
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
三
度
目
の

授
賞
と
な
り
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『南信州環境メッセ2023（ゼロカーボン活動推進見本市）』
～リニアとともに地域がにぎわう環境先進地を目指して～　を開催します。

◆日程　令和５年10月28日(土)・29日(日)　10:00～16:00
◆場所　エス・バード (オンライン中継有)　飯田市座光寺3349-1
◆内容
○事業者・団体等のブース出展　　○ゼロカーボンミーティングin南信州、エシカルシンポジウムの開催
○中学生・高校生によるイベント　○子どもゼロカーボンチャレンジ講座
○各メーカーのエコカー（EV、PHV）展示・体験　○スタンプラリー抽選会　○飲食ブース出店　　等
　多くのイベントや体験があります。ぜひご来場ください。
問合せ先：南信州環境メッセ2023実行委員会　事務局（南信州地域振興局環境課）
　　　　　直通電話 0265-53-0434　E-mail：minamichi-kankyo@pref.nagano.lg.jp

村
内
二
企
業
に
よ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー

　ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
作
業
実
施

８
月
11
日
（
金
）
朝
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

県
道
、
村
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
約
50
本
を
㈱

片
桐
工
務
所
さ
ん
、
㈱
フ
ジ
ヨ
シ
工
業
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
作
業
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
ゴ
ミ
が
つ
い
た
り
、
汚
れ
た
り
し

て
い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
水
洗
い
、
ふ
き
取

り
等
を
行
い
、
と
て
も
き
れ
い
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
交
通
事
故
防
止
に
も
な

り
、安
心
安
全
な
道
路
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

㈱
片
桐
工
務
所
さ
ん
、
㈱
フ
ジ
ヨ
シ
工
業
さ

ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Information お知らせ
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　9月16日（土）根羽保育所で運動会が行われました。当日は9月とは思えないほどの夏日でしたが、園児20名は元
気いっぱい全力で運動会を楽しみました。日頃の保育から運動会ごっこを取り入れ、入退場に始まり、競技種目をた
くさん練習してきました。運動会が楽しみだったり、上手にできるか、緊張しないか不安だったり、園児たちは色々
な感情を持って当日に臨みましたが、競技が始まると保護者や来賓、地域の人からの声援受けながら、臆することな
く堂々と練習してきたことを発揮することができました。園児の競技だけでなく保護者競技のむかで競争や祖父母と
の綱引きなどがあり、全員が参加し、全員で応援し、全員が楽しんだ「みんなの運動会」となりました。

夏休み直前の７月22日（土）に「PTA魚つり魚つかみ大会」が行われました。昨年度、雨天のため実施できな
かった、この行事も今年は、PTAの方に1～2年生用、3～5年生用、6～9年生用の３つの池を作っていただき、計画
どおり行うことができました。たくさんの魚を池の中に放ち、子どもたちは魚つかみを満喫しました。川にも魚が放
流され、魚つりを楽しむ生徒もいました。根羽学園の児童生徒みんなで楽しむことができました。天候が心配されま
したが、多くの児童生徒、保護者の皆さんが集まり、たいへん賑やかな楽しい時間になりました。

保育所運動会

根羽学園　PTA魚つり魚つかみ大会


